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論文

『救饑提要』における山口方言植物・海産物語彙（１）
Yamaguchi Dialect Vocabulary for Plants and Marine Products 

from the “KYUKI TEIYO “（Part1）

椙村知美1、池田史子2 

要旨：
本稿の目的は、嘉永３年（1850年）、萩藩主毛利慶親（後の敬親）の命を受けて、布

ふ

施
せ

御
み

牆
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によって編まれ
た『救

きゅう

饑
き

提
てい

要
よう

』に挙げられた救荒食物について検討し、その標準和名を比定することである。『救饑提要』に
おける当時の山口方言特有の語及び中央語と同じ呼び名であるものを併せて、その全容を明らかにする。その
ことで、日本人が度重なる災害を乗り越えるために利用してきた植物や海産物を知ることにつながり、不測の
時代における持続可能な食文化継承の一助となる。
キーワード：『救饑提要』、救荒作物、山口方言

Abstract:
The purpose of this paper is to examine the famine foods listed in the “KYUKI TEIYO.”  It was compiled 

by Fuse Mikaki, a local magistrate in Ogori in 1850, under the order of the lord of the Hagi domain, Mori 
Yoshichika, whose name  later changed to Mori Takachika.  In addition,  the documented  items contained 
in  it will be compared with  the standard Japanese names. The “KYUKI TEIYO”  includes a mixture of 
words unique to the Yamaguchi dialect of the time and words of the same form as the standard language. 
In  this paper,  they are summarized  to give a complete picture. This examination will  lead  to a better 
understanding of  the plant and marine products  that  the Japanese people used  to overcome repeated 
disasters, and will also help to pass on a sustainable food culture in an era of uncertainty.
Keywords: “KYUKI TEIYO”, famine foods, Yamaguchi dialect

1.はじめに
飽食の時代と言われて久しい。我が国の食料自給率は長期的に減少傾向で推移しており、先進国中最低水準

となっている（農林水産省）。海外からの輸入に頼らざるを得ない状況である。それに加えて、ここ数年を見
ても新型コロナウイルスの流行に伴う物流への影響、ロシア・ウクライナ情勢、円安などの不測の事態が頻発
している。そのため、今後は、食糧の輸入が突然停止してしまうリスクも想定して生活していく必要がある。
終戦後の焼け跡の東京で野草に目を向けた金井（1946）は、「食用に適する野草は四季を通じて存在する。こ
れをうまく利用すれば、よし主食の補ひとまではゆかなくとも、四季の食膳、蔬

そ

菜
さい

に缺
か

くやうなことは無い筈
である」としている。つまり、食糧難の時代は野草に目を向けていくように指南している。現代の食料飢饉と
して、溝田（2015）は、「日本では災害が起きるたびに救荒植物が重視されてきたし、わずか半世紀前まで救
荒書はまだ実用書であった。東日本大震災以降は、『自然災害を生き抜く知恵を学びうる教材』として再認識
され、新たな脚光を浴びつつある」と指摘している。

江戸時代後期の嘉永3年（1850年）、長州藩では、布施御牆によって、飢饉を生き延びていくための食物や
その料理法を記した『救饑提要』が編纂された。その背景として、当時の長州藩内では、度重なる飢饉が到来
し、食料危機が幾度も到来していた。

三輪（1938）によると、長州藩における天災は次のような状況であった。「藩政時代は非常に天災が多かっ
た。殊に各藩とも鎖国主義を固守し、然も交通機関の極めて幼稚なる当時に於ては、一朝天災に遭遇すると其
の被害程度は寔に大なるものであつた」。『救饑提要』が編纂された嘉永3年（1850年）6月1日にも、暴風雨
による洪水が起きた。さらに、三輪（1938）では、天災の種別とそれに応じて藩がどのような対策を講じたか

1 基盤教育
2 国際文化学部文化創造学科



― 54 ―

『救饑提要』における山口方言植物・海産物語彙（１）

をまとめている。その中で、嘉永3年（1850年）までの災害の中で「飢饉」と書かれたものを抜粋すると、寛
永19年（1642年）、明暦3年（1657年）、享保17年（1732年）、天明4年（1784年）、寛政5年（1793年）、天
保8年（1837年）と、記録に残るだけでもこれだけ度重なっている。

その際の藩の対策として一例を挙げると、明暦3年（1657年）には、正月29日より4日間にわたり、飢民に粥
を施し、他国への米雑穀の販売及び輸出を禁じた。中野（2000）は、特にひどかった飢饉として、享保17年
（1732年）と18年（1733年）を挙げている。「既に17年から悪かった作物に続いて、18年の虫害で、予想以上
の飢饉をもたらしたのである。いかに被害が大きかったかというと、当時の防長両国の人口が46万人であった
という。その3分の１にあたる17万7千5百余人が餓死または病死したことになる」と述べている。大飢饉の享
保17年（1732年）には、備荒貯穀を開き、飢人に一日米１合５勺の配給をしている。この時には、幕府から金
２万両、米16,000石を借りて救済に充てた。

藩として、災害が起きるたびに救済措置を施してきたが、死者数の多さから推察すると、それらの救済措置
だけでは飢えをしのぐことはできなかったのであろう。謝（2021）は、幕末「連年の饑饉を背景に、『救荒』
は多くの本草家がもっとも関心を寄せた課題となった。本草家たちが自分の専門を活かして、『救荒本草書』
を次々と出版した」と述べている。明和8年（1771年）には飢饉への対策として一関藩の藩医であった建部清
庵が『民間備荒録』を出版した。60年後の天保4年（1833年）には、字の読めない人に配慮して、『備荒草木
図』を出版している。天保4年（1833年）にはこの他、半井宋『忘飢草』なども発刊されている。江戸時代の
主な救荒書をまとめた溝田（2015）によると、救荒書は、「天明および天保の飢饉の前後に集中して刊行さ
れている」。天明の飢饉（1783-1784）後の寛政11年（1799年）には小野蘭山が『救荒本草記聞』を、天保8年
（1837年）には伊藤圭介が『救荒植物便覧』を出している。

長州藩においても、人々が生き延びていくために、身近で、日ごろは口にしないものでも、いざというとき
には食べられるものをまとめておく必要があった。

2.研究の目的
『救饑提要』には、115種類の植物や海産物が、飢えを救う食物として掲載されている。本稿では、そのう

ち植物のみを取り上げ、海産物は次稿に譲る。『救饑提要』では、当時長州藩内で用いられていた植物名・海
産物名がそのまま記載されている可能性が高く、当時の山口方言を知る上で貴重な資料だと考えられる。先に、
江戸時代の本草書を方言資料として扱い検討したものに、二階堂（1989）や山本（2014）や前田（2020）があ
る。二階堂は、小野蘭山の『伊呂波別動植物名彙』に収録されている植物名の方言語彙を検討している。山本
（2014）は近世米沢藩の救荒書における俚言性について考察している。前田（2020）は、食品の本草書である
『庖厨備用倭名本草』から、長崎方言について検討している。

ところで、近世の方言資料として、『物類称呼』が挙げられる。『物類称呼』は、安永4年（1775年）に、
俳人越谷吾山によって編集された江戸時代の方言辞典であり、多くの本草書からの引用も見られる。『日本語
学大辞典』（2018）では、「本草と関係の深い＜動物・生植＞が、巻2動物138項目、巻3生植157項目、計295
項目と『物類称呼』全体の過半を占めているとされる。貝原益軒『大和本草』（1709＝宝永6年）以来、品物
の同定に方言名が重視された」と記載されている。同様に、本調査の対象語彙である植物や海産物にも、当時
の方言名が多く掲載されていることが推察される。

『山口県のことば』（2017）によると、「山口県方言は大きく周防方言と長門方言の２つに分かれる。この
状況は、語彙の面で顕著に表れている」としている。布施がいた萩は、長門方言、宰判時代の小郡は周防方言
に属することから、長州藩内の語彙の差を認識した上で、一般の人により分かりやすく書き記したのではない
だろうか。

山口県の方言をまとめた主なものに『防長方言資料第１輯 長門方言集』（1937）、『山口縣植物方言集』
（1943）、『新訂山口県方言辞典』（1975）がある。これらに布施が書いた『他所問答』は参照されているが、
『救饑提要』のことは書かれていない。また、江戸時代後期の山口の方言を知る手掛かりの一つとなる『救饑
提要』を分析した論文は、管見の限りない。

本稿では減少傾向にある食料自給率の向上のための食文化継承の一助となるよう、『救饑提要』にある救荒
食材を比定し、特に山口方言で書かれている植物名にはどのようなものがあるのかを取り上げ、検討すること
で、当時の植物名にまつわる山口方言を明らかにすることを目的とする。



― 55 ―

山口県立大学基盤教育紀要　第 3 号　2023 年 3 月

3. 資料について
3.1. 著者について

著者の布施御牆は、『近世防長人名辞典』によると、次のような人物である。

布施御牆通称虎之助、初名貞幹又甕城、字は子足、夢齋又木公園と号す、萩藩大組士なり、仕官して検使
役より郡代官を歴て地方右筆の劇職に至り晩に遠近方となれり。…中略…博学多識、深く藩の典故に通じ、
また国典古記に精しく、毛利家の記録を整理し、また小郡宰判風土注進案を編纂す

『山口市近世史研究要覧』によると、宰判（さいばん）とは、「長州藩における郷村支配の中間組織として、
一代官の管轄する区域（20～30か村）をいう」とある。同書には、布施が小郡宰判を、天保11年（1840年）3
月11日から天保15年（1844年）9月4日まで任官されていたことが記されている。小郡宰判については、『小郡
町史』（1979）にも次のような記述がある。

郷村の民政を統督するものを郡奉行といった。地方の郡村を区画して「宰判」といい、宰判ごとに代官を置
いた。慶安4年（1651年）ごろ、支藩領域を除く本藩領内において18宰判となり、制度的にも整った。18宰判
は幕末まで制度として踏襲されている。吉敷郡は北と南に分かれ、北は山口宰判、南は小郡宰判とした。この
宰判へ、代官が出張して来て民政を取り締まる役所として、「勘場」一か所が設けられた。図１に示した通り、
現在の山口市南部地域が小郡宰判の管轄であった。布施はこのあたりの地域の実情を調査し、小郡宰判の『防
長風土注進案』をまとめたことになる。

図１. 小郡宰判図 ( 出典：『防長風土注進案』1964)
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3.2.『救饑提要』編纂の背景
『救饑提要』の元となったものに、『防長風土注進案14小郡宰判』（以下注進案）がある。『注進案』と

は、五島（1990）によると、「江戸時代天保期の長州藩における地誌で、その記載は19世紀半ば、1840年ごろ
のものとされている」。『山口県近世史研究要覧』には「風土注進案は、長州藩の全領域11郡17宰判にわたり、
本文395冊、古文書41冊に及ぶ圧巻である。その成立事情について総括的に述べると、本書は長州藩において、
幕末の天保改革に関連して企てられた『国郡志』編修の地方資料として、藩内全域の町村から差し出された明
細書き出しである…中略…幕府は天保12年正月、各宰判の代官役を通じて、管下の各町村浦島から一定の案書
（編修項目）を示して実態調査の注進を命じた」としている。

凡例をみると、注進案本文はおおむね天保13年（1842年）に時点を置いて記述され、統計的事項もおおむね
その前年の計数が掲げられている。ちょうど布施が小郡宰判だった頃に編纂されている。布施が小郡宰判管轄
内を調べる中で飢えに苦しむ人が多く、『諸邑救荒扶食』として手立てを施す必要があった。小郡宰判時代に
『注進案』の別冊として編纂した『諸邑救荒扶食』を参考にしつつ、度重なる災害や飢饉に見舞われた長州藩
内に、小郡地域だけではなく広く『救饑提要』として伝えようとしたものかもしれない。

『萩市史』（1983）によると、嘉永3年（1850年）の災害は、次のようであった。

嘉永3年6月1日、萩町はまたも大洪水に見舞われた。…中略…この6月の水害復旧のめどもまだ立っていな
いとき、8月7日にまたも大風雨が両国を襲った。同月15日、藩主敬親は郡奉行・代官を集め、当面する民
政について緊急指示を発した。

藩主敬親の発した指示の内容の一つが、山野の食用野草を示すことであった。嘉永3年（1850年）8月15日の
「口達控」が、『諸沙汰物御書渡類』の中に含まれている（添付資料１）。その中に、「小躬之ものハ山野之
内何ニ不寄食料之助ニ可相成品取用い候様」とある。明治以降に、毛利家敬親と元徳父子時代のことをまとめ
た『忠正公傳』の中にも、同様の記載がある。

また、長州藩主の参勤帰国動静を田村（1981）はまとめている。それには嘉永3年2月18日慶親江戸発～3月
22日萩城着、嘉永4年3月5日慶親萩城発～4月9日江戸着とある。ちょうど萩滞在中に災害に見舞われた。被害
状況を目の当たりにし、惨状を把握した上で指示を出している。

小郡宰判の『注進案』について山口県文書館編（1983）にも、「村志の記述の他『諸村救荒扶食』の１冊が
特色であるが、布施御牆によって別途に編集され、嘉永３年杞国于叟山田亦介の序を付し、『救饑提要』と題
して刊刻されていることを付言する」とある。布施は藩主の命を8月15日に受けて、以前編纂していた『諸邑
救荒扶食』を、『救饑提要』として提供し、早急に救荒食材を人々に提示しようとしたと考えてよいだろう。

『救饑提要』は、明治期以降『雑集』（戦前）や村田峯次郎が自費出版で編集した『長周叢書』（1891）の
中に、『童子先誦』『他所問答』とともに所収されている（添付資料２）。

広田（1974）は、毛利家の歴史編纂事業についてまとめているが、村田峯次郎も明治期に入り萩から東京に
転居したのちに毛利家の資料の編纂に当たっていた一人である。編纂事業は、藩校明倫館付属の編輯座で行わ
れていたが、明治6年（1873年）に「山口用達所」の編輯座に統合された。明治16年（1883年）には東京移転
命令が発令され、翌17年（1884年）には資料も東京へ運び出された。東京では、明治16年（1883年）から昭和
22年（1947年）までの間、「編輯所」として毛利家の編纂事業が継続して行われていた。

4. 調査結果
4.1. 調査対象語

『救饑提要』の中に、「飢を救ふ食物」として、115語が掲載されている。これら115種類の救荒食物は、当
時も、平常時はそれほど食されていなかった部位や食材だと考えられる。

五島（1989）は、天保期の平均的な長州の1人1日あたりの食料供給量と栄養素供給量を明らかにしてい
る。これには、「エネルギーの総量は1,861kcalであり、そのうち1,608kcal（86.4%）が穀類から、ついで豆類
（4.5％）、イモ・でんぷん類（4.4％）から供給されていた。天保期において、穀物中心の食事であったこと
がわかる。コメは1,046kcalを供給しており、全エネルギーに占める割合が56.2%であり、コメは階層差、地域
差があるとはいえ、広く食べられていた」とある。飢饉の際には、穀物の収穫が先行して激減することから、
摂取エネルギーを「救荒食材」で補っていくことになる。入手困難なものではなく、生活圏に身近にある植物
であり、誰もが知っているものを日ごろから想定しておくことが重要になる。

『救饑提要』には調理法なども載せられていたが、今回は語彙だけを分析対象とする。漢字表記が少なく箇
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条書きで書かれており、葉や根など、植物のどの部位を食べることができるのかを分かりやすく示されている。
広く一般の人が読めるようにという配慮が見て取れる。

また、「すぎな」の下に「つくしのめだち」と小さく書かれている。この他に、「そら豆のは」の下に「と
うまめ」「てんぢくまめ」、「にれの根かはは」は「小ねり」、「夏はぜのみ」は「犬きず」、「狐のきず」、
「つぶりはげ」、「いちご」は「土いちご」、「いわしやかずのは」は「かさな」と書いてあるのは、当時か
ら長州藩内においても多様な呼称が存在していたことが推測される。

川名（2022）は、「人々は暮らしを送っていく中で、とあるものを他のものと区別していく際に命名という
方法を頻繁に用いていた。これは和名のような通称が認知されづらかった、山野のごくありふれた植物に対し
てはよく行われていたことであったといえる」としている。特に、小さく添えられた名称は、方言名を記すこ
とで、より身近な呼称によって認知度を高める工夫を施した可能性が高い。次節では、まず『救饑提要』に挙
げられた植物を比定し、その標準和名を示す。

4.2 標準和名及び分類について
まず、この115語のうち植物である100語が標準和名で何に当たるのかを明らかにする。植物名の見出しは、

『救饑提要』の原文に従い、ひらがなや漢字表記を用いる。標準和名と辞典類掲載語はカタカナ表記とする。
その他に、『防長風土注進案』、『山口県方言辞典』、『近世産物語彙解読辞典』、『山口県の植物方言

集覧』、『やまぐちの薬草』、『やまぐちの薬草カラー図鑑』、『山口県植物誌』、『山口縣植物方言集』、
『山口県植物方言集拾遺』、『ふるさと山口江戸時代の動植物図』、江戸時代の救荒植物を集めた東邦大学理
学部生命圏環境科学科保全生態研究室及び日本国際湿地保全連合が共同で作成したデータベース（以下「救荒
植物データベース」）を基に標準和名の選定を行った。

『ふるさと山口江戸時代の動植物図』の中には、「長門国産物之内江戸被差登候地下図控」「周防国産物之
内絵形」「長防産物名寄」（両国本草）が掲載されている。救荒植物データベースにおいては「救荒本草」
「救荒野譜（和刻本）」「備荒草木圖」「艸木食法　救餓録」「救荒草品圖譜」が収録されている。

植物の科の分類和名については、公益財団法人高知県牧野記念財団と株式会社北隆館が作成した『牧野日
本植物図鑑』（1940）と『同増補版（訂正版）』（1956）の全頁が掲載されたデータベースを使用した。従来、
植物の分類は、エングラーやクロンキストなどの分類学者によって主に形態形質の類似や共有性にもとづいて
まとめられてきた。しかし、近年、DNA（あるいはRNA）の塩基配列の変異をデータとして描いた系統樹に
基づいたAPG分類体系も行われるようになった（邑田 2014）。しかしながら、本稿では、過去の時代に存在
した植物については、まずは伝統的な分類法での確認を優先させようと考え、『牧野日本植物図鑑』（1940）
と『同増補版（訂正版）』（1956）による、従来多く用いられてきたエングラー体系の分類を確認することに
した。

標準和名と同じ語形であるものは、43語であった（スイバは重複して立項してあるので1語と数える）。そ
れに、「そらまめ」「すぎな」「なつはぜ」の標準和名部分と、標準和名に近い「つわ」「にれ」を加えると
48語が現代の標準和名と同じ語形だった。半数近くは標準和名と同じ語形であり、当時から中央語と語形の違
いがなかったと思われるものである。

掲載されている植物は、マメ科（14種）が最も多く、次いでユリ科（11種）、キク科（6種）と続く。佐合
（2012）は草本の植物種を科ごとに分けて比較しているが、「救荒植物は雑草とやや異なってイネ科、カヤツ
リグサ科が少なく、キク科、ユリ科、マメ科の草種が相対的に多かった」とし、『救饑提要』でも同様の結果
であった。

以下、分類するにあたり『日本国語大辞典』の記述例を任意に示す。
標準和名と同じ語形の例

１）だいず[…ヅ]【大豆】〔名〕マメ科の一年草。中国北部原産といわれる。古代から中国では五穀の一
つとして栽培され、日本にも古く伝来した。現在では、世界中で栽培され、品種数は一〇〇〇を超える。

標準和名と異なる語形の例
２）はな‐がら〔名〕植物「つゆくさ（露草）」の異名。
＊日葡辞書〔1603～04〕「Fanagara （ハナガラ）〈訳〉藍色の花の咲く、このように呼ばれる草」

〔方言〕（1）植物、つゆくさ（露草）。《はながら》木曾†091勢州†039周防†122群馬県勢多郡236
埼玉県入間郡054秩父郡251千葉県印旛郡054東京都八王子311新潟県佐渡356山梨県南巨摩郡463長野県下
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伊那郡492佐久493静岡県524島根県隠岐島725山口県豊浦郡798大島801福岡県田川郡964長崎県対馬964熊
本県929 936 964大分県速見郡941直入郡964鹿児島県甑島・硫黄島964《ながら》埼玉県秩父郡251

4.3 山口方言名での記載について
『救饑提要』に標準和名と同じ表記で書かれている下に小さく載っている「とうまめ」「てんぢくまめ」

「つくしのめだち」「小ねり」「犬きず」「狐のきず」「つぶりはげ」「土いちご」「かさな」についてはす
べて山口方言として表２に示したように『長防産物名寄名彙』や『日本植物方言集成』に記載されていた。よ
り分かりやすく正確に伝えるために、敢えて方言名を載せたのだろう。「いわしやかずのは・かさな」につい
ては、『日本国語大辞典』や『日本植物方言集成』にゴンズイの山口方言として「いわしやかず」が記されて
おり「いわしやかず」もゴンズイの山口方言だということが明らかとなった。

また、添付資料３のスズメノテッポウ（ひらくさ）を見ても分かるように、当時から山口県内でも特に周防
と長門の語彙の差は認識されていたと見受けられる。表２に主要な辞典類として『長防産物名寄名彙』『物類
称呼』『日本植物方言集成』『日本方言大辞典』『日本国語大辞典』を挙げる。『救饑提要』の語彙に対して
複数の植物候補があるものについて以下に考察を行う。

4.3.1 標準和名が同じ植物
4.3.1.1 濵ぢさと濵あかざ

『長防産物名寄名彙』の周防に、「濵ぢさ」と「濵あかざ」はどちらも「和名ツルナ」として載っている。
中西（2018）によると「ツルナ（ハマヂシャ）」となっており、「和名はつる状に茎が伸び、葉が食べられる
ことからつけられた」とある。九里（1973）にも「ツルナ」の異名として「ハマヂシャ」があり「海浜砂地に
特産の野草であるが、一般の土質によく適応し、またその草性は凶時食糧としてすでに広く栽培せられ、食膳
に供せられている」とある

一方、「ハマアカザ」は、標準和名として載っている植物である。どちらも海岸近くで育つ植物という共通
点はあるが、別の植物として捉える。

4.3.1.2 「くわんぞう」と「志ようび」
「しょうび」は、『日本植物方言集成』では「イヌガヤ」、「カンゾウ」、「ヤブカンゾウ」で出てくる。

「イヌガヤ」は、山口県の方言ではない。『山口県の植物方言集覧』にも、「ヤブカンゾウ」の方言として
「ショウビ」（防州方言―本草綱目啓蒙）とある。『やまぐちの薬草カラー図鑑』（1993）にも、「ヤブカン
ゾウ」はユリ科ワスレグサ属であり、薬用名を萱草という。同書の中で「古い時代に中国から渡来した有史前
の帰化植物で、食用、薬用の目的で栽培されたものが野生化したとみられる。…中略…中国では同属のホンカ
ンゾウを忘憂草といい、『忘れる』に萱の字を当て萱草の名がついた。そのことからヤブカンゾウをワスレグ
サともいう」と記載がある。

『日本植物方言集成』に、カンゾウは萱草と甘草の二つあるが、萱草は前述の通り「志ようび」を当て、
「くわんぞう」は甘草を指していると推察される。

4.3.2 同一の呼称があるがそれぞれ別の植物であるもの
4.3.2.1 「野ひる」と「もめら」

『日本国語大辞典』で「もめら」と引くと、「ノビル、ツルボ、ムクゲ、ヒガンバナ」の項目がある。「も
めらのね」とありムクゲは別項目で葉を食すとあることから、「もめら」ではない。『日本植物方言集成』に
は「ノビル、ツルボ、ヒガンバナ」すべてにおいて山口県で使用されている。また、他の3つは共通してユリ
科の植物であり（表１）、ノビルとヒガンバナは分類よってはヒガンバナ科に属するため、系統の近い植物で
ある。

篠木（2007）には、「ヒガンバナに魅せられた人も多く、ヒガンバナの方言語彙数も飛び抜けて多く、千を
超えるという…中略…ヒガンバナの方言は、近畿・中国・四国・九州西北部に極めて多いことが分かる」と述
べていることからも、身近でさまざまな呼称があったことと言える。

図２より、山口県東部や福岡県北部あたりにヒガンバナを「モメラ」と呼ぶ地域があることが分かる。『両
国本草』には、「もめら」を周防では「つるぼ、さんだいがさ」と呼ぶとあった。ヒガンバナの別称である石
蒜には「シビトバナ、牛モメラ、長ニドクモメラ、防ニナツスイセン、鬼モメラ、マンジュシヤゲ、入道モメ
ラ、センサイガウロ、マンギシヤ」と数多くあり、「もめら」のみの記載はなかったものの、鳥谷（2016）は
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「特に西日本に俚言形が多いことが予測されたわけであるが、実際に東西境界線の西側で多いといえよう」と
しており、前述の篠木（2007）と同じ見解である。

篠木（2007）によると、「先にヒガンバナを食べていたであろうことを語る方言名をみたが、中国、四国、
九州には、それらの名よりもさらに＜食べていた＞ことに近づく名があり、それは同時に、古代語に近づく名
でもある。それは『すびら』や『毒すみら』や『もめら』。ノビルと同じ「ひる」に繋がる可能性が高い」と
している。「もめら」は古い言葉であり、「ノビル」とも近い植物であることが分かる。小川（1978）にも、
「単にモメラと言っている地方は山代地方を始め室積、船木等であるのを見ると、これはたぶん彼岸花の古語
であろう。山代地方のような山間諸村にこの系統の方言が群をなして濃厚に保存せられていることは甚だ興味
がある」とあり、「もめら」がヒガンバナの古語であり、山口県内でも1978年ごろには山間部にまだ残ってい
ることが分かる。

一方で、佐合（2012）はツルボについて、「古語にスミラと称し、天明の飢饉において多少に採食された」
とある。「すみら」は前述に「毒すみら」というヒガンバナの古語であり、ツルボの古語と同一名称である。

厚狭においては3種類とも「もめら」としての使用があり、ノビル、ツルボもヒガンバナともに根を食すこ
とができ、地域や時代によって混同して使用されていた可能性が高く、今回の調査ではどれを指すのか断定で
きなかった。

図２. 「ひがんばな」の方言分布（大西 2016）を引用者が改編
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4.3.2.2　「とりのした」と「ゆきのした」
「とりのした」は『ふるさと山口江戸時代の動植物図』には和名は記載されていなかったが、「こごめひづ

り」、「ほとけのひつり」、「こめな」、「こめくさ」など呼称の多い植物である。
『両国本草』を見ると「雀舌草」とあり「トリノ舌、コメ草」と記されていた。「雀舌草」は「ノミノフス

マ」に当たる。『日本植物方言集成』には「ユキノシタ」も「ノミノツヅリ」も「とりのした」の呼称が記載
されており、どちらも山口県で使用されている。

続いて、「ノミノツヅリ」と「ノミノフスマ」について『日本方言大辞典』の標準語引き索引を見ていく。

３） のみのつづり【蚤綴】
［標準語索引／植物］
あせものぐさ／いとはこべ／こめぐさ／こめな／とりの舌 

４）のみのふすま【蚤衾】
［標準語索引／植物］
こごめ／こごめぐさ／こめぐさ／こめな／ひずる／ほたろぐさ／ほとけのひずり 

「こめぐさ」「こめな」は共通しており、なおかつ「ノミノツヅリ」は「とりの舌」の使用がある。
『日本植物方言集成』には、「ノミノフスマ」の「とりのした」での呼称はなかったが、「こごめぐさ（長

門）」は記載されている。『牧野植物図鑑』では、「ノミノフスマ」の漢名として「雀舌草（誤用）」とされ
ており、近世では「ノミノフスマ」を「雀舌草」として誤認識されていたのではないだろうか。

『近世産物語彙解読辞典』において、「とりのした」は樹木類に記載があり、少なくとも近世で使用されて
いた言葉であることは確認できた。

『日本国語大辞典』における「ノミノフスマ」は以下の通り。

５）のみのふすま【蚤衾】〔名〕
ナデシコ科の一、二年草。茎は叢生し高さ五～二〇センチメートル。葉は長さ一センチメートル内外の長楕
円形で対生する。春から夏にかけ、葉腋に白い小さな五弁花が咲く。花弁は先が深く二裂する。漢名天蓬草
で、雀舌草は中国産の同属の植物の名。のみのすま。学名はStellaria alsine var. undulata 《季・春》

＊物品識名〔１８０９〕「のみのすま　ノミノフスマ　雀舌草〕
＊日本植物名彙〔１８８４〕＜松村任三＞「ノミノフスマ　雀舌草」

「ノミノフスマ」が「雀舌草」と書かれているが、誤用だとすると、『救饑提要』の「とりのした」は「ノ
ミノツヅリ」が有力である。

4.3.2.3 「おばこ」と「ぎぼうし」
『山口県方言辞典』に、「ぎぼうし」の呼び名として「おおばこ」がある。『山口縣植物方言集』に、「ぎぼう

し」と引くと「ぎぼし」として全県で広く使われており、「ぎぼうし」を「おばこ」というのは光のみである。一方
『山口縣植物方言集』には、「おほばこ」は全県「おばこ」という言い方が分布しており「ぎぼうし」としての記載
はない。

『両国本草』には、車前　おばこ大小2種　玉簮花　ぎぼうしとある。
簮の異体字は簪である。「玉簪花」は「ぎぼうし」のことである。『両国本草』でも「おばこ」と「ぎぼう

し」は別種であることから、本稿でも同様に別種と捉え、「おばこ」は「オオバコ」、「ぎぼうし」は「ギボ
ウシ」とした。

4.3.3 立項してあるが同じ植物指しているもの
4.3.3.1 「いのこづち」と「ごしつ」

「いのこづち」は現代では「イノコズチ」と表記されている。「イノコヅチ」が掲載されているものに『救
荒野譜』がある（図３）。王西樓・姚可成によって著され、松岡玄達が享保1年（1716年）に刊行した、『救
荒本草　和刻本』に掲載されている植物の名称である。
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図３のように山
イノコ

牛
ヅチ

膝と書いてあることからも「いのこづち」と「ごしつ」は同じものではないだろうか。
「ごしつ」は漢字で「牛膝」と書き『日本国語大辞典』ではイノコズチの漢名、また『長防産物名寄』の周防
に濁音ではないが、「こしつ」で「イノコズチ」と出てくる。『やまぐちの薬草カラー図鑑』にも、「イノコ
ズチ」の薬用名として「牛

ご

膝
しつ

」とある。
そのため本稿では同一の植物として扱う。

図３．『救荒野譜』より「イノコヅチ」
　　　　（救荒植物データベースより）

4.3.3.2 「ぎしぎし」と「志のは」
『日本植物方言集成』では、「しのは」の標準和名は、「ギシギシ」「シソ」「スイバ」「フダンソウ」と

なっている。その中で山口方言として記載があったのが「ギシギシ」である。『長防産物』にも「しのは」は
「ぎしぎし」として載っている。別項目に「ギシギシ」はあるが「志のは」も「ギシギシ」と解釈する

4.3.4 一つの言葉に複数の植物の呼称があるもの
4.3.4.1 「ところ」

『長防産物名寄』には、「ヒメドコロ」、「オニドコロ」とありどちらもヤマノイモ科に属する植物である。
『防長風土注進案』では長門市や旧豊北町あたりの物産として「トコロ」が挙がっていた。『山口県の植物方
言集覧』には、「県産のトコロ類の主なものにはオニドコロ（トコロ）、カエデドコロがあり、同一方言で呼
ばれる」とあり、複数の植物に対し「トコロ」と使用している。『山口県方言拾遺』には「むかご」のことを
ガガイモ（上関・山口）トコロ（美祢於福）としている。『山口縣植物方言集』には「ガガイモ」を「トコ
ロ」と称するとして（佐波八坂）と記されている。

佐合（2012）には、「トコロ」を「オニドコロ」とし、「虚弱な人は多くはたべてはいけない。日常の野菜
ならびに救荒用とする」とある。九里聡雄（1973）『食用野草』にも、「オニドコロ」の異名として「ナガド
コロ」、「トコロ」が挙げられており、分布は本州・四国・九州である。「オニドコロ」を指していると推察
されるものの、他を完全には否定できない。

4.3.4.2 「まつぐいめ」
表２より、「まつぐいめ」として「アキグミ、マツグミ、ヤドリギ」の記載があり、『山口縣植物方言集』

に、「ヤドリギ」が「マツグイメ」（大島・岩国）として掲載があり、参考文献に挙げている中にはこの他に
記載がなかった。『両国本草』には「寄生…松ニ生ルヲマツグイメ」とあり、『日本方言大辞典』にも「マツ
グミ」の方言名としての記載があることから、「マツグミ」を指していると推察される。
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4.3.4.3 「いもぎ」
『山口県方言拾遺』には、「コシアブラ」のことを「いもぎ（厚狭）」とあるが、『日本方言大辞典』『日

本植物方言集成』『両国本草』のすべてに、「タカノツメ」「コシアブラ」どちらも山口県の使用が見られる。

4.3.4.4 「すいば」
「すいば」は、同じ平仮名表記で2か所立項されていた。「スイバ」の説明として、山口薬剤師会（1993）

には、「全体に多量のシュウ酸を含み、かむと酸っぱいから酸っぱい葉→スイバとなった…中略…よく似たギ
シギシは根もとの葉に長柄があり基部が心臓系、上の葉は柄がなく茎を抱かない」としており、「ギシギシ」
とよく似た植物であることが分かる。その他「すいば」の使用として「カタバミ・ムラサキカタバミ・イタド
リ・ギシギシ」が挙げられる。しかしながら、『山口県の植物方言集覧』の記述をみると、「ムラサキカタバ
ミ」は南米原産の帰化植物スイバ（各地）として山口県内で使用されている。「ムラサキカタバミ」が観賞用
として日本に侵入したのは、文久年間（1861～1863年）であり（国立環境研究所侵入生物データベース）、こ
こで言う「すいば」が「ムラサキカタバミ」である可能性はほとんどないと言ってよい。

『山口県の植物方言集覧』の「イタドリ」の説明の中に、「子供たちは若い茎を食べたり（酸味がある）、
草花遊びに利用したため方言名もこれに由来するものが多い」とある。「カタバミ」は『牧野植物図鑑』に、
「茎及び葉ニ蓚酸ヲ含ミ酸味ヲ有ス」と記載され、「カタバミ、イタドリ、ギシギシ」は酸っぱい葉であるこ
とが共通しており、酸味からきた方言である。

「ギシギシ」と「イタドリ」は別に項目として挙がっているため、「すいば」は「スイバ（酸葉）」と「カ
タバミ」を指していると推察される。

4.3.4.5 「たみのの實」
「たみのの實」については、『長防産物名寄名彙』のみ記載があった。和名は「ミノゴメ」と記されていた

が、『日本国語大辞典』には、『むつおれぐさ（六折草）』の別名、「かずのこぐさ（数子草）」の異名とあ
り、鋳方（1977）においても、「言語学者であった大槻・金沢両博士は、従来ミノゴメと称されていたカズノ
コグサにみの（みのごめ）を当てられたと思われる」とし、『日本国語大辞典』同様国語辞典類ではミノゴメ
がどちらを指しているのか分からない。

古くは『延喜式』にも使用例が見られる。『延喜式』の一部を下記に示す。

践祚大嘗会の解斎の七種の御粥の料
米・粟・・稗

ひえ

子・葟
みの

子・胡
ごまのみ

麻子・小豆各二斗…

この七種の粥の穀物の中で葟子だけが栽培されておらず、鋳方（1977）は、「葟子が祭祀あるいは儀式的穀
物であり、その故に栽培されないままの穀物−端的にいえば野生の穀物−であった」という見方をしている。
延喜式では珍重されていた葟子も、近世終わりころになると日常生活の中で一般的に食されるものではなかっ
たこと分かる。七種の粥について分析した森田（2010）は、「七種の御粥は、儀式の種類により穀物の混合割
合及び塩の分量は異なるが，穀物の種類は「米コメ ・粟アワ・黍子キビ・薭子ヒエ・葟子ミノゴメ（ムツオ
レグサ・タムギ）胡麻ゴマ・小豆アズキの七種で一定であった」とあり、葟子はムツオレグサと書かれている。

愛媛県農業試験場の研究報告の中に、以下のような記述がある。臼坂・木村（2003）は、「本県の裸麦は主
に水田裏作に導入されているが、近年生育後期において、スズメノカタビラやカズノコグサが雑草し、収穫作
業の阻害や減収する事例が多くみられる」としており、穀物栽培にとってやっかいな雑草として捉えられてい
る。

鋳方（1977）は、ミノについて以下のように述べている。

葟子を除く五穀−稲・粟・黍・稗・胡麻・小豆−は、古くからの栽培植物であり、七種の粥と関連ある儀
式が廃れても、引き続き栽培されたことはむしろ当然であった。人々の食生活に重大な関係があったからで
ある。これに対し、最初から野生植物であり、人々の食生活と無関係であった葟は、中世以降、7種の粥と
関連がある儀式がようやく廃されるに伴って、その名さえ忘れられるに至ったのではあるまいか。『和漢三
才図会』や『草木六部耕種法』に、葟が記されてなかった理由が恐らくこの辺にあったと思う。

なお、葟が野生植物であったとすれば、僅か1000年足らずの間に絶滅したとは考えられない。野生植物が
気候風土に変化がないかぎり生き続けるという立場をとるならば、今のところ、一応現在のむ

、

つ
、

お
、

れ
、

ぐ
、

さ
、

あ
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たりに葟を当てるべきかもしれぬ

上記のように、鋳方（1977）は、「ムツオレグサ」を「ミノ」に当てている。邑田・米倉（2017）では、「ムツ
オレグサ（ミノゴメ・タムギ）イネ科本州から琉球の水田や溝の中に繁茂する多年草で叢生する…中略…食用と
する人もある。（日本名）ムツオレグサは、ばらばらに折れ易い意味で脱落し易い穂に基づいた名であり、ミノゴ
メは、みの米の意だがみのの意味は不明、田麦は田んぼの麦の意味で、食べられる穀粒という意味である」と説
明している。

同書のカズノコグサの説明では、「カズノコグサ（ミノゴメ）イネ科水田中および田の畔等に多く生える二年草
で鮮緑色…中略…（日本名）数の子草は小穂の並列する状態があたかも数の子（ニシンの卵塊）に似ていること
に基づいて牧野富太郎が命名した。この草の殻粒は外廓をなしている苞穎の大きいのにかかわらず極めて小形で
食用にならない、従来この植物をミノゴメと呼んでいたが、本当のミノゴメはムツオレグサのことである」として
いる。

両者の見解から、「ミノゴメ」は「ムツオレグサ」であるため、「たみのの實」は「ムツオレグサ」であると解釈する。

4.3.4.6 「ゆり」類
ゆり類は、「ゆり」以外に、「ささごうら」「るりのね」「ごうろ」と４種掲載されている。佐合（2012）

に、「救荒植物として、ユリ科はキク科についで多く、昔から重要なものであったと思われる」とある。この
他に『救饑提要』には、ユリ科に分類されている植物は「のびる」「ちもとこ」「もめら」「かつら菜」「ゑ
んみ」「志ようび」など11種類載っている。『日本国語大辞典』に「ユリ」は以下のように記述してある。

ユリ科ユリ属の植物の総称。地中に、白・淡黄または紫色の鱗茎がある。葉は線形または披針形。春から夏
にかけ、大きな両性花が咲く。花は六個の花被片からなり、赤・桃・白・黄・紫色など。雄しべは丁字形の葯
（やく）がめだつ。ヤマユリ・オニユリなどの鱗茎は食用ともなる。

『救饑提要』の「ゆり」は何を指しているのだろうか。山口方言の「ユリ」について小川（1978）は、「百
合をゴーロと呼ぶのは古語の系統であるがゴーロは大島郡が主体で一部玖珂郡にも残っており、都濃郡にも僅
かに伝えられていたが、ゴーラは大島になく玖珂が中心となり佐波郡にまで及んでいる」とある。ユリの別称
にゴーロ、ゴーラという呼び方があり、「ささごうら」は「ささゆり」を指していると推察される。「ごう
ろ」は、百合の古語以外に、『日本植物方言集成』ではオニユリも「ごうろ」として載っていた。

「るり」は、『物類称呼』に「うばゆり」とあり、『日本植物方言集成』では「うばゆり」の方言に「るり
山口（大津）」とあるため、「るりのね」は「うばゆりの根」であろう。

『日本国語大辞典』のユリの項目に、ヤマユリがあったが、山口県での使用例はどの辞典類にもなかったた
め、「ゆり」がユリの総称を指しているのかは明らかにできなかった。

田籠（1990）は、「同じ樹木が地域により異なった呼称のまま報告され、産物帳編集段階でも十分に整理さ
れずに採択された可能性がある」ことを指摘している。『救饑提要』も時間がない中でまとめられたものであ
るため、同じ植物が混在していることは否定できない。

4.4 山口方言以外の地域で使用例があるものについて
一般的に用いられていない語彙で山口方言にも掲載がなかったものは、「はまごぼう」と「ごはづる」であっ

た。「はまごぼう」は、志州や和歌山県での使用があり、『日本国語大辞典』などからハマアザミだろう。「ごは
づる」はどの辞典類にも掲載されていなかったが、「ごばづる」が甲州で使用されおりマツブサを指しているた
め、マツブサを当てた。『日本大百科全書』には、「根はゴボウのような直根で、食用になるためハマゴボウとも
いう」とあった。

5. まとめ
以上、布施御牆によってまとめられた『救饑提要』の標準和名及び山口方言について考察した。度重なる天災

により困窮した長州藩の対策として救荒植物の一覧が示された。『救饑提要』は、人々に分かりやすく、115語
のうち植物に関する100語を取り上げたが、半数以上は山口方言で書かれていた。『諸邑救荒扶食』では、「へ
んづのは」が「ふじ豆」、「さいかしのは」が「さいかちの葉」と標準和名が記載されていたが、『救饑提要』
では、より一般の人に分かりやすく示すために山口方言に言い換えられていた。同じ植物をなるべく口語に近い
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語形で掲載し、平仮名で書かれた背景には、庶民の能力に配慮されて示されたのかもしれない。
謝（2021）は、「救荒を目的とした『救荒書』にも二つの側面が見られる。一つは、為政者の 荒政に資するた

めの知識を供給するもので、もう一つは、飢饉の当事者向けの、これから 起こるかもしれない飢饉への対策を
提供し、またはすでに飢饉の最中に苦しむ飢民を死の脅威から救い上げるためのものである…中略…本草植物
における『救荒』という有用性の発見は、それまで本草学の領域の隙間にあって見過ごされていた多くの植物の
再発見、またはそれまで気づかれなかった、その薬用植物以外の効能の再発見を意味していると言えよう」と述
べている。越尾（2000）は、食用野草の含有栄養素を調べている。いくつか取り上げると、「イタドリ」は、フ
ラボノイド、ビタミンC，シュウ酸、リンゴ酸、酒石酸、クエン酸を含んでいる。「イノコズチ」は、カルシウ
ム塩、サポニン、アミノ酸、糖を含む。ノビルはカルシウム、リン、鉄、ビタミンCが多いことが示されている。
救荒植物にもさまざまな栄養素が含まれているため、飢饉を乗り越えるための有効な手段の一つであろう。

江戸時代の飢饉などの自然災害を背景として、本草学は「救荒」という分野で勢力を伸ばした。そのよう
な流れから、当時小郡宰判であった布施は、防長版の救荒書として『諸邑救荒扶食』を編纂した。嘉永3年
（1850年）には、藩主の山野の食用野草を示せという指示のもと『救饑提要』をまとめた。当時飢えに苦しむ
人たちへの飢饉対策を示す必要性を感じていたのかもしれない。

本稿では、標準和名と同じ語形で掲載された植物、同一の語形があるが別の植物、別に立項してあるが同じ
植物を指している、一つの言葉に複数の植物の呼称があるものという４つのパターンを想定して検討した。標
準和名が同じ植物に関しては、「濵ぢさ」は「ツルナ（ハマヂシャ）」、「濵あかざ」は「ハマアカザ」であ
ると明らかになった。別に立項してあるが同じ植物を指している「いのこづち」と「ごしつ」はイノコズチ、
「ぎしぎしのは」と「志のは」はギシギシで同じ植物だという解釈を示した。

しかし、提示されたものが何の植物であるのか特定できなかったものもある。田籠（1990）に、「産物資料を方言語
彙資料として利用する場合、いくつかの難点が存在する。まず、文献資料の常として、仮名表記でありと漢字表記で
あるとを問わず、文字で記載されている産物名が実際には何に該当するのかを厳密には決定しがたいことである。…
中略…また、産物帳そのものが現在の図鑑類のように厳密な分類と整理の結果えない事に起因する難点がある」とし
ている。特に方言形が多いものは特定することが難しい。同時代の山口県内の資料を、より精査していく必要がある。

6. 今後の課題
本稿では、『救饑提要』に挙げられた植物名を標準和名によって比定する作業を行った。海産物語彙につい

ては、次稿の課題としたい。海産物は瀬戸内海と日本海では異なる可能性も高く、他の地域の救荒書と比較分
析することで、他の地域と違い三方を海に囲まれた長州藩ならではの救荒食の特徴が見いだせるかもしれない。

山口県内の資料である『諸邑救荒扶食』や『両国本草』の救荒食とも比較することで、『救饑提要』では、
なぜこの115語を選定したのか検討し、他の文献における救荒植物の扱われかたを明らかにしていきたい。
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表 1. 『救饑提要』に掲載された植物の標準和名と Engler 科和名
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表
２

. 同
時

代
の

主
要

文
献

及
び

現
代

の
辞

典
類

に
お

け
る

掲
載

状
況

近
世
の
方
言
辞
書

長
防

産
物

名
寄

名
彙

(長
門
)(
1
7
3
6
)

長
防
産
物
名
寄
名
彙
(周

防
)(
1
7
3
6
)

物
類
称
呼
(1

7
7
5
)

日
本
国
語
大
辞
典
第
2
版

日
本

方
言

大
辞

典
D
B

日
本

植
物

方
言

集
成

だ
い

づ
の

葉
ダ
イ
ズ

だ
い
ず

あ
づ
き
の
は

ア
ズ
キ

赤
小
豆

赤
小
豆

あ
ず
き

い
ん
げ
ん
豆
の
は

イ
ン
ゲ
ン
マ
メ

い
ん
げ
ん
ま
め
　
赤
白

い
ん
げ
ん
豆

い
ん
げ
ん
ま
め

へ
ん
づ
の
は

フ
ジ
マ
メ

扁
豆
　
へ
ん
つ
　
八
升
ま
め
　
黒
白
斑

へ
ん
つ
　
八
升
ま
め
　
ひ
ら
と
う
ま
め

植
物
「
ふ
じ
ま
め
（
藤
豆
）
」
の
異
名
。

そ
ば
の

皮
ソ
バ

そ
ば

ご
ま
の

は
ゴ
マ

そ
ら
豆

の
は
、
と
う
ま
め
、
て
ん
じ
く
ま
め

ソ
ラ
マ
メ

東
国
に
て
・
そ
ら
ま
め

西
国
に
て
・
た
う
ま
め

中
国
に
て
・
て
ん
ぢ
く
ま
め

そ
ら
ま
め

と
ー
ま
め
(山

口
)、

て
ん
じ
く
ま
め
(山

口
)

は
は
き
ぎ

の
は

ホ
ウ
キ
ギ

は
は
き
ぎ

は
は
き
ぎ
　
(長

州
・
防
州

野
ひ
る

ノ
ビ
ル

の
び
る

の
ひ
る

の
び
る

の
び
る

野
に
ん
じ
ん

カ
ワ
ラ
ニ
ン
ジ
ン

や
ぶ
に
ん
じ
ん
　
に
が
な
　
い
ぬ
に
ん
じ
ん

の
に
ん
じ
ん

植
物
「
や
ぶ
じ
ら
み
（
藪
蝨
）
」
の
異
名
。

す
ぎ
な
、
つ
く
し
の
め
だ
ち

ス
ギ
ナ

東
国

に
て
・
つ
く
し
と
も
い
ふ

す
ぎ

な
・
つ
く
し

つ
く
し
山

口
(玖

珂
・
都

濃
・
美

濃
）

さ
さ
げ
の
は

サ
サ
ゲ

大
角
豆

大
角
豆

さ
さ
げ

植
物
　
い
ん
げ
ん
ま
め
（
隠
元
豆
）

か
き
の
は

カ
キ

か
き

に
し
こ
ぎ

ネ
ズ

に
し
こ
ぎ
　
他
邦
ニ
ね
ず
み
の
ふ
ん

植
物

　
ね
ず
(杜

松
)

に
し
こ
ぎ

(防
州

)

も
ち
し
ば
の

は
ヤ
マ
コ
ウ
バ
シ

や
ま
こ
う
ば
し
（
山
香
）

植
物

　
や
ま
こ
う
ば
し
（
山

香
）

も
ち
し
ば
(周

防
)

り
よ
う
ぼ
う
の

は
リ
ョ
ウ
ブ

り
や
う
ぼ
う

り
や
う
ぼ
う

り
ょ
ー
ぼ
(山

口
)

お
ほ
き
ば
の
は

ア
オ
キ

お
ー
き
ば
(山

口
)

だ
ら
の
め

タ
ラ
ノ
キ

だ
ら
　
す
み
た
ら

だ
ら
　
す
み
た
ら
　
と
り
と
ま
ら
ず

た
ら
の
木

だ
ら
(山

口
)

さ
い
か
し
の
は

サ
イ
カ
チ

さ
い
か
し

さ
い
か
し

さ
い
か
し
は
関
東
に
て
さ
い
か
ち

「
さ
い
か
ち
（
皀
莢
）
(1

)」
に
同
じ

さ
い
か
し

つ
つ
じ
の
は

ツ
ツ
ジ

つ
つ
じ

つ
つ
し
　
大
小
き
り
し
ま

つ
つ
じ

む
く
げ
の
は

ム
ク
ゲ

む
く
け

む
く
け

東
国

に
て
・
は
ち
す
と
云

京
江
戸
共
に
・
む
く
げ
と
云

む
く
げ

く
こ
の
は

ク
コ

く
こ

く
こ

く
こ

か
う
ぞ
の
は

コ
ウ
ゾ

か
う
そ

か
う
そ
　
か
ち
か
う
そ

か
じ
の
き
(梶

の
木
）

榎
の
木
の
は
　
實

エ
ノ
キ

え
の
き

え
の
き

え
の
き

き
り
の
は

キ
リ

き
り

濵
ぢ
さ

ツ
ル
ナ
(ハ

マ
ヂ
シ
ャ
)

は
ま
ぢ
さ

は
ま
ぢ
さ
　
は
ま
あ
か
さ

植
物

　
は
ま
ち
し
ゃ
【
浜

萵
苣

】
は
ま
じ
し
ゃ
山

口
(防

府
市

)

い
た
ど
り

イ
タ
ド
リ

い
た
と
り

い
た
と
り

い
た
ど
り

濵
あ
か
ざ

ハ
マ
ア
カ
ザ

あ
か
さ

あ
か
さ
　
あ
を
あ
か
さ
　
は
ま
あ
か
さ

の
あ
か
さ

植
物
「
つ
る
な
（
蔓
菜
）
」
の
異
名
。

は
ま
あ
か
ざ
(周

防
)

は
ま
ま
つ

マ
ツ
ノ
キ
ソ
ウ

は
ま
ま
つ
　
ま
つ
の
木
く
さ

は
ま
ま
つ
　
ま
つ
な
　
ま
つ
の
き
く
さ

ま
つ
の
き
そ
う
（
松
木
草
）

植
物
　
ま
つ
の
き
そ
う
（
松
木
草
）

は
ぜ

な
サ
ギ

ゴ
ケ

植
物
「
さ
ぎ
ご
け
（
鷺
苔
）
」
の
異
名
。

あ
ぜ
な
(防

州
)

は
な
が
ら

ツ
ユ
ク
サ

あ
を
は
な
　
は
な
か
ら

は
な
か
ら
　
つ
ゆ
く
さ
　
か
ま
つ
か

か
め
が
う

植
物
「
つ
ゆ
く
さ
（
露
草
）
」
の
異
名

は
な
が
ら
(大

島
・
玖
珂
・
熊
毛
・
厚
狭
・
豊
浦
・
阿
武
)

は
ま
ご
ぼ
う

ハ
マ
ア
ザ
ミ

は
ま
ご
ぼ
う

は
ま
あ
ざ
み
（
浜
薊
）

は
ま
あ
ざ
み
（
浜
薊
）

は
ま
ご
ぼ
ー
(志

州
波
切
　
和
歌
山
(西

牟
婁
・
東
牟
婁
)

は
ま
ひ
ら
な

ハ
マ
サ
ジ

は
ま
ひ
ら
な

ほ
う
こ
ぐ
さ

ハ
ハ
コ
グ
サ

は
は
こ
ぐ
さ
　
も
ち
く
さ
　
お
お
も
ち
く
さ

は
う
こ
く
さ
　
の
ご
う
し

も
ち
く
さ
　
と
の
さ
ま
く
さ

植
物
「
は
は
こ
ぐ
さ
（
母
子
草
）
」
の
異

名
。

ほ
ー
こ
ぐ
さ
(播

州
姫

路
)

ノ
ミ
ノ
ツ
ヅ
リ

と
り
の
し
た
防
州

ユ
キ
ノ
シ
タ

と
り
の

し
た
山

口
(都

濃
)

ノ
ミ
ノ
フ
ス
マ

漢
名
天
蓬
草
で
、
雀
舌
草
は
中
国
産

の
同
属
の
植
物
の
名
。

お
ば
こ

オ
オ
バ
コ

を
は
こ
　
し
ゃ
せ
ん

を
ば
こ
　
大
小
2
種

植
物
「
お
お
ば
こ
（
大
葉
子
）
」
の
異
名
。

植
物
　
ぎ
ぼ
う
し
（
擬
宝
珠
）
。

お
ば
こ

イ
ノ
コ
ズ
チ

こ
し
つ
　
い

の
こ
つ
ち
　
つ
ち
な

こ
し
つ
　
い
の
こ
つ
ち
　
つ
ち
な

⇔
ご
し
つ

ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ

ハ
コ
ベ

こ
め
な
　
こ
こ
め
く
さ

と
り
の
し
た
　
こ
ご
め
ひ
づ
り

ほ
と
け
の
ひ
つ
り
　
こ
め
な
　
こ
め
く
さ

表
2
.同

時
代
の
主
要
文
献
及
び
現
代
の
辞
典
類
に
お
け
る
掲
載
状
況

い
の

こ
づ

ち

『
救

饑
提

要
』

標
準

和
名

同
時
代
の
防
長
の
文
献
に
お
け
る
名
称

中
央

語
や
他

方
言

の
文

献
に
お
け
る
名

称

と
り
の

し
た
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か
つ

ら
菜

シ
オ

デ
か

つ
ら

植
物

　
し

お
で

（
牛

尾
菜

）
。

お
ん

な
草

ボ
タ

ン
ボ

ウ
フ

ウ
を

ん
な

く
さ

　
ま

つ
な

お
ん

な
く

さ
　
長

州
　
防

州

川
が

ら
し

ミ
ズ

タ
ガ

ラ
シ

か
わ

が
ら

し
み

ず
た

が
ら

し
（
水

田
芥

子
）

い
そ

な
シ

バ
ナ

い
そ

な
海

岸
に

生
え

る
食

用
に

な
る

草

が
が

い
も

ガ
ガ

イ
モ

が
が

‐い
も

 【
蘿

藦
)

山
の

芋
の

葉
の

わ
き

の
芽

。
む

か
ご

つ
は

ツ
ワ

ブ
キ

つ
わ

つ
わ

つ
は

○
江

戸
に

て
・
つ

は
ぶ

き
と

云
大

和
に

て
・
た

か
ら

こ
と

云
つ

わ
ぶ

き
つ

わ
長

州
・
防

州
　

山
口

(厚
狭

・
大

津
)

ね
こ

の
み

み
ミ

ミ
ナ

グ
サ

ほ
と

け
の

み
み

　
ね

こ
の

み
み

み
み

な
　
ほ

と
け

の
み

み
　
ね

こ
の

み
み

植
物

、
み

み
な

ぐ
さ

（
耳

菜
草

）
、

ゆ
き

の
し

た
（
雪

下
）

ね
こ

の
み

み
長

門
　
周

防

く
わ

ん
ぞ

う
カ

ン
ゾ

ウ
く

わ
ん

ぞ
う

　
さ

さ
な

　
ろ

ん
ご

く
さ

く
わ

ん
ぞ

う
　
あ

ふ
ぎ

な
　
わ

す
れ

く
さ

　
か

ん
ぞ

う
な

　
あ

り
あ

け
(一

重
)

か
ん

ぞ
う

(甘
草

)マ
メ

科
の

多
年

草
か

ん
ぞ

ー
山

口
(美

祢
・
佐

波
・
阿

武
)

く
ず

の
は

　
ね

ク
ズ

く
ず

ゆ
き

の
し

た
ユ

キ
ノ

シ
タ

き
ん

き
ん

そ
う

き
ん

ぎ
ん

そ
う

　
ゆ

き
の

し
た

　
き

ん
ぎ

い
す

　
き

じ
ん

そ
う

ゆ
き

の
し

た

山
ご

ぼ
う

の
は

ヤ
マ

ゴ
ボ

ウ
や

ま
こ

ほ
う

や
ま

こ
ぼ

う

や
ぶ

そ
ば

オ
ド

リ
コ

ソ
ウ

や
ぶ

そ
ば

や
ぶ

そ
ば

　
を

と
り

く
さ

お
ど

り
こ

そ
う

（
踊

子
草

）
や

ぶ
そ

ば
(築

前
)

志
の

は
ギ

シ
ギ

シ
し

の
ば

し
の

は
、
ぎ

し
ぎ

し
、
わ

う
じ

し
の

は
　
長

門

げ
ん

げ
ゲ

ン
ゲ

げ
ん

げ
げ

ん
げ

○
畿

内
に

て
・
げ

ん
け

ば
な

と
云 江

戸
に

て
・
れ

ん
げ

は
な

げ
ん

げ
げ

ん
げ

　
山

口
(大

津
)

ふ
ぢ

の
は

フ
ジ

ふ
じ

す
い

ば
ス

イ
バ

す
い

は
す

い
は

す
い

ば
○

畿
内

に
て

・
す

い
ど

う
と

云
江

戸
に

て
・
す

か
ん

ぼ
と

云
西

国
に

て
・
す

い
ば

ご
は

づ
る

マ
ツ

ブ
サ

ご
ば

づ
る

(甲
州

)

あ
ぜ

こ
し

シ
ロ

ネ

こ
ご

め
ぐ

さ
シ

ジ
ミ

バ
ナ

こ
こ

め
ば

な
　
こ

こ
め

く
さ

こ
こ

め
は

な
　
は

ぜ
の

み
の

ふ
す

ま
（
蚤

衾
）
し

じ
み

ば
な

（
蜆

花
）

き
じ

か
く

し
（
雉

隠
）
み

ぞ
か

く
し

（
溝

隠
）

植
物

　
し

じ
み

ば
な

（
蜆

花
）

こ
ご

め
ぐ

さ
(長

門
・
周

防
）

あ
し

た
ば

ア
シ

タ
バ

あ
し

た
ば

ぎ
ぼ

う
し

ギ
ボ

ウ
シ

き
ほ

う
し

　
た

き
な

き
ぼ

う
し

　
た

き
な

植
物

　
ぎ

ぼ
う

し
（
擬

宝
珠

）
。

こ
う

ぞ
な

コ
ウ

ゾ
リ

ナ
か

う
ぞ

り
か

う
ぞ

り
、
か

う
ぞ

な

に
れ

の
根

か
は

は
　
小

ね
り

ア
キ

ニ
レ

に
れ

　
こ

ね
り

に
れ

　
こ

子
り

に
れ

ち
も

と
こ

　
根

　
は

ノ
ワ

ケ
ギ

の
わ

け
き

　
ち

も
と

こ
野

分
葱

ち
も

と
山

口
(玖

珂
)

ゑ
ん

み
の

ね
ア

マ
ド

コ
ロ

い
す

い
　
え

ん
み

い
ず

い
　
え

ん
み

え
ん

み
　
周

防
　
長

州

さ
さ

ご
う

ら
の

ね
サ

サ
ユ

リ
さ

さ
ご

う
ら

ぎ
わ

ね
ク

ロ
グ

ワ
イ

植
物

「
く

ろ
ぐ

わ
い

（
黒

慈
姑

）
」
の

古
名

ほ
ど

の
ね

ホ
ド

・
ホ

ド
イ

モ

志
ろ

う
の

ね
カ

ラ
ム

シ
し

ろ
ー

山
口

(大
島

)

ヒ
ガ

ン
バ

ナ
も

め
ら

山
口

(厚
狭

・
大

島
・
熊

毛
)

ツ
ル

ボ
も

め
ら

も
め

ら
　
つ

る
ぼ

　
さ

ん
だ

い
が

さ
も

め
ら

　
長

門
　
周

防
　
山

口
(厚

狭
)

ノ
ビ

ル
野

蒜
も

め
ら

山
口

(豊
浦

・
厚

狭
）

き
り

の
ミ

キ
リ

き
り

か
た

ぎ
の

ミ
カ

シ
か

た
ぎ

ど
ん

ぐ
り

か
た

ぎ
(厚

狭
・
玖

珂
)

夏
は

ぜ
の

ミ
、
犬

き
ず

、
狐

の
き

ず
ナ

ツ
ハ

ゼ
な

つ
は

ぜ
　
い

ぬ
き

ず
き

つ
ね

の
き

ず
　
つ

ぶ
り

は
げ

な
つ

は
ぜ

植
物

な
つ

は
ぜ

（
夏

黄
櫨

）
。

い
ぬ

き
ず

　
(周

防
)　

き
つ

ね
の

き
ず

(周
防

)

く
に

ぎ
の

み
ク

ヌ
ギ

く
に

ぎ
　
は

は
そ

く
に

ぎ
　
く

ぬ
き

　
ほ

う
そ

　
う

づ
な

植
物

「
く

ぬ
ぎ

（
櫟

）
」
の

古
名

。
く

に
ぎ

　
山

口

ひ
よ

ぐ
り

ド
ン

グ
リ

橡
(と

ち
の

き
)、

櫟
(く

ぬ
ぎ

)な
ど

の
実

。
ど

ん
ぐ

り
。

ひ
よ

ぐ
り

　
周

防
　
山

口

ぐ
み

グ
ミ

ぐ
み

く
い

め
ぐ

み

く
わ

の
み

ク
ワ

く
わ

く
わ

　
よ

も
き

く
わ

い
ら

く
わ

(た
に

く
わ

)
く

わ

ア
キ

グ
ミ

秋
く

み
あ

き
く

み
ま

つ
ぐ

い
め

　
山

口
(玖

珂
)

マ
ツ

グ
ミ

松
ニ

生
ス

ル
ヲ

ま
つ

ぐ
い

め
植

物
　
ま

つ
ぐ

み
（
松

茱
萸

）
ま

つ
ぐ

い
め

　
周

防
　
山

口

ヤ
ド

リ
ギ

も
め

ら
の

ね
の

び
る

（
野

蒜
）
、
つ

る
ぼ

（
蔓

穂
）
、

む
く

げ
（
木

槿
）
、
ひ

が
ん

ば
な

（
彼

岸
花

）

ま
つ

ぐ
い

め
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い
ち
ご
　
土

い
ち
ご

ナ
ワ
シ
ロ
イ
チ
ゴ

つ
ち
い

ち
ご

い
ち
ご

つ
ち
い

ち
ご
　
山

口
(大

津
)

濵
ゑ
ん
ど
う
の
み

ハ
マ
エ
ン
ド
ウ

は
ま
え
ん
ど
う

は
ま
え
ん
ど
う

か
ら
す
う
り

カ
ラ
ス
ウ
リ

か
ら
す
う
り

か
ら
す
う
り
　
や
ま
う
り

か
ら
す
う
り

た
み
の
の
實

ム
ツ
オ
レ
グ
サ

み
の
く
さ
　
み
の
ご
め

た
み
の
　
こ
い
子

あ
け
び

ア
ケ
ビ

あ
け
び

冬
あ
け
び

ム
ベ

む
べ
　
ふ
ゆ
あ
け
ひ

植
物
む
べ
（
郁
子
）

ふ
ゆ
あ
け
び
　
周
防

志
よ
う
び
の
み

ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ

し
ゃ
う
ひ

せ
う
び
　
い
ば
ら
　
数
種

し
ょ
ー
び

　
防

州

ひ
ら
く
さ
の
み

ス
ズ
メ
ノ
テ
ッ
ポ
ウ

ぶ
え
　
周
防
ニ
ひ
ら
く
さ

ひ
ら
く
さ

さ
さ
の
み

サ
サ

さ
さ

す
ず
め
の
米
の
み

コ
メ
ガ
ヤ

た
ぶ
の
木
の
み

タ
ブ
ノ
キ

た
ぶ
　
葉
ノ
長
キ
ヲ
は
な
か

た
ぶ
　
た
ま
の
き
　
た
う
づ
れ
　
た
う
子
り

た
ぶ
の
き

び
わ
の
は
　
皮

ビ
ワ

び
わ

び
わ

び
わ

ぎ
し
ぎ

し
の

は
ギ

シ
ギ

シ
ぎ
し
ぎ
し

あ
ざ
み
の
は
　
ね

ア
ザ
ミ

あ
さ
み
　
お
に
あ
さ
み

あ
さ
み
　
お
に
あ
さ
み

あ
ざ
み

ム
ラ
サ
キ
カ
タ
バ
ミ

す
い

ば
　
山

口
(熊

毛
）

イ
タ
ド
リ

す
い

ば
(都

濃
・
佐

波
)

す
い

ば
　
山

口
(都

濃
・
佐

波
)

ギ
シ
ギ

シ
す
い

ば
(美

祢
・
大

島
)

す
い

ば
　
山

口
(大

島
・
玖

珂
・
熊

毛
・
美

祢
・
大

津
・
阿

武
）

ゆ
り

ユ
リ

ゆ
り
　
が
う
ら
　
さ
さ
か
う
ら
　
に
が
う
ら

ゆ
り
　
が
う
ら
　
さ
さ
ゆ
り

ゆ
り

む
く
の
み

ム
ク
ノ
キ

む
く

む
く
　
雌
雄

む
く
の
み

い
わ
し
や
か
ず
の
は
、
か
さ
な

ゴ
ン
ズ
イ

い
わ
し
や
か
す

い
わ
し
や
か
す
　
か
さ
な

植
物
「
ど
く
う
つ
ぎ
（
毒
空
木
）
」
の

異
名

)、
ご
ん
ず
い
（
権
萃
）

植
物
ご
ん
ず
い
（
権
萃
）

い
わ
し
や
か
ず
　
山
口

タ
カ
ノ
ツ
メ

い
も
き

い
も
き

た
か
の
つ
め
（
鷹
爪
）
、

い
も
ぎ
　
山
口

コ
シ
ア
ブ
ラ

こ
し
あ
ぶ
ら
（
漉
油
）

い
も
ぎ

　
山

口

と
こ
ろ
　
※

『
救

荒
雑

草
』
引

用
確

認
オ
ニ
ド
コ
ロ

と
こ
ろ

と
こ
ろ
　
を
に
と
こ
ろ
　
き
と
こ
ろ

植
物
「
お
に
ど
こ
ろ
（
鬼
野
老
）
」
の
別

名
。

ガ
ガ
イ
モ

植
物

　
が

が
い

も
（
蘿

藦
)

と
こ
ろ
　
山

口
(佐

波
)

ム
カ
ゴ

ご
し
つ

イ
ノ
コ
ズ
チ

こ
し
つ
　
い
の
こ
つ
ち
　
つ
ち
な

植
物
「
い
の
こ
ず
ち
（
牛
膝
）
」
の
漢

名
。

う
し
の
ひ
た
い
ぐ
さ

イ
ヌ
ビ
ワ

い
ち
ぢ
く

い
ち
ぢ
く
　
う
し
の
ひ
た
い

う
し
の
し
た
あ
ぎ
　
子
や
す
の
き

う
し
の

し
た

い
ぬ
び
わ
（
犬
枇
杷
）
、
)い

ち
じ
く
（
無

花
果

）

る
り
の

ね
ウ
バ
ユ
リ

か
た
か
ご
［
か
た
か
ご
古
名
也
今
か
た

く
り
と
云
］

○
奥
州
南
部
に
て
・
か
た
く
り
と
云

江
戸
に
て
・
か
た
く
り
又
う
ば
ゆ
り
又

ぶ
ん
だ
い
ゆ
り
と
云
京
に
て
・
は
つ
ゆ

り
と
云

る
り
　
山

口
(大

津
)

は
う
く
り
の

ね
シ
ュ
ン
ラ
ン

ご
う
ろ
の

ね
オ
ニ
ユ
リ
・
ユ
リ

ご
ー
ろ
　
防
州

い
も
ぎ

の
は

(1
）
た
か
の
つ
め
(鷹

爪
)

(2
)こ

し
あ
ぶ

ら
（
漉

油
）

す
い

ば
(1

)い
た
ど
り
（
虎
杖
）
。
ぎ
し
ぎ
し
（
羊

蹄
）
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